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ソフトウェア開発の大部分は人間が手作業で行っているので、ミスや勘違
いが原因でソフトウェアにバグが残ってしまいます。
車の自動運転や、医療機器、宇宙開
発など、バグがないソフトウェアの需要は
増えてきており、バグが入り込まないプロ
グラミング手法や、バグを見つけるテスト
手法が、ますます重要になっています。
毎年出場しているETロボコンや研究
活動を通して、効率的なプログラミング
手法やテスト手法、チーム開発を身に
付けることができます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

ソースコードの構造を可視化して、コードを修正した際に、その修正がコード
のどの箇所に影響を及ぼすかをプログラマに提示します。
テストの実施状況を可視化して、コードのどの部分をテストしたかをプログラ
マに提示します。

ソフトウェアの大規模化複雑化に伴って、その品質を担保するテストに費
やす時間や手間も増大しています。
大規模言語モデルを利用することで、テストを実施するテストコードを自動
で生成します。

研究内容
ソフトウェアの可視化

大規模言語モデルを用いたテストコードの生成

PIN認証など、本人の決めたパスワードを基に本人認証をする方式で
は、パスワードの入力動作を盗み見られてしまうと、簡単に突破されてしま
います。
視線追跡技術や画像処理技術を活用して、パスワードの入力動作を覗
き見られたとしても破られる心配の無い認証方式を研究しています。

マルウェアの高度化により、単一のアンチウイルスエンジンのみでは検出でき
ないことがあります。マルウェアの見逃しを防ぐために、複数のアンチウイルス
エンジンと協調して動作するマルウェア検知基盤を研究しています。

研究内容
覗き見攻撃耐性を備えた認証に関する研究

マルウェアの検知に関する研究

ネットワークを安全・快適に

安全安心な社会を構築するソフトウェア

ひとこと
大学では、仲間や先輩・後輩、先生方とともに、やりたいこ
とに思いきり取り組み、充実した時間を一緒に過ごしまし
ょう。
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ひとこと
好きなこと、興味を持ってること、やってて楽しいことはありま
すか︖それができたり、続けられそうな進路や大学を選び
ましょう。　
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出身:福岡県福津市
趣味:ゲーム歴40年以上（ドラクエリアルタイム世代）
講義:ソフトウェア工学、オペレーティングシステム、組込み
　　　 システム、等
専門:ソフトウェア工学

出身:埼玉県
趣味:ドライブ
講義:コンピュータネットワーク、情報セキュリティ、ネットワー
　　　 ク応用、情報ネットワーク特論
専門:ネットワークセキュリティ

パスワードによる本人認証技術は現在も広く利用されており、覗き見攻
撃のリスクはいまだ高いものと言えます。入力動作を盗み見られても破られ
ない認証方式により、人々の社会活動の安全性を確保できます。
サイバー攻撃の脅威が高まっており、ランサムウェアなどのマルウェアの活動に
より、社会に大きな打撃を与えています。そうした攻撃を迅速にかつ正確に
検知することによって、そのリスクを最小限に抑えることができます。
ICT技術の発展により、今後、情報セキュリティの知識はますます重要と
なっていきます。研究活動を通して、情報セキュリティの基礎的な知識を学
べるほか、どのような対策が有効かを自分の頭で考え実行できる能力が
身に付きます。

ハイブリッド画像を利用した覗き見耐性をもつ認証
複数のアンチウイルスエンジンによる
協調式マルウェア検知基盤の構築

遠くから見たときと、近くで見たときで
映るものが異なる「ハイブリッド画像」を使用

ハイブリッド画像で手元で持っている人にだけ
入力ルールを伝え、そのルールに従って

パスワードを入力させる

各検知器の能力を考慮し
それに応じて重みを調整
重み付き多数決投票で
最終的な判断を下す

複数の目で監視し、
マルウェアの見逃しを防ぐ

マルウェアと思しき
プログラムを

複数の検知器に適用し
判定結果を収集

大規模言語モデルを用いたテストコード生成の概念図

iOSアプリ用ソースコード可視化
ツールの開発風景

ETロボコン2025 アドバンストクラス
全国（チャンピョンシップ）大会参加風景︓
　（上） 競技（走行）の様子
　（右） 表彰式
九州地区大会の結果︓
　・モデル審査優勝
　・総合準優勝
全国（チャンピョンシップ）大会の結果︓
・競技3位
・総合準優勝
・若手奨励賞（一般社団法人 情報処理学会より）
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